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１学期終業式にあたり  

 

 先週雨が続き、梅雨明けの声もまだ聞

かれていない７月。しかし、晴れた日に

はせみの声がしっかり鳴り響き、30℃を

超える暑さが来ています。先日は、1･6 年

生が異学年交流で水鉄砲合戦を行いま

した。水でびっしょりになっても気持ち

よさそうでした。2･5 年の稲も、元気に

育っています。3･4 年は、低学年プール

と違った高学年プールでの水泳が本格的

でした。どの学年も、楽しく充実した１学期の締めくくりをしていました。 

 １学期は、地域の皆様、保護者の皆様、子供たちにあたたかく受け入れてい

ただき、六ツ美中部小学校の教育活動を進めることができました。本当に感謝

しています。行事のリフレッシュ、「ちゅらぼ」の新設、集会の確保、悠紀斉田

100 周年行事の参加、スーパーサイエンススクール事業等、一歩一歩の取り組みでした。

１学期をふり返り、２学期も六ツ美中部小学校の子供たちのために、教育活動

を充実させたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

夏休みは子供の仕事の役割を 

 

 ・夏休みは、家庭内で子供の仕事（役割）を話し合いましょう。 

 ・朝起きる時間を規則正しくしましょう。（早寝早起き朝ごはん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【１学期終業式 式辞】 

今日は終業式です。１学期の自分を振り返ってみる日です。みんなが立派に成

長するために、次の二つのことを必ずやってほしいと思います。 

一つ目は、楽しかったことを思い出すことです。 

この１学期には、入学式・始業式から始まり、４月から体育祭、プール開き、

５年生は山の学習などの行事がありました。学級も変わり、新しい仲間との生活

も始まりました。１年生のみなさんは、学校の生活に慣れましたか。保育園との 



 

 

 交流もして、お兄さんやお姉さん役もやりました。何が楽しかったか言えます

か。校長先生は、新しく１年生の子たち４６人が入学し元気に大きいお兄さん

お姉さんと一緒に過ごすことができたこと、朝の交通当番で立っていると、み

んなが明るく「おはようございます」と言ってくれたり、校長室で、誕生日の

子達といろんな話をしながら給食を食べたりすることができたこと、体育祭

で、一生懸命ダンスや組み立て体操など、みんなと先生方が一生懸命がんばっ

ていた姿が見ることができたこと、５年生の子達と山の学習で過ごした時間が

とっても楽しかったです。だから楽しかったことがたくさんありました。 

２年生の皆さんも、そして３年生、４年生、５年生、６年生も楽しかったこ

とが思い出せますか。小さなことでも楽しかったと思え、思い出して話せる人

ほど、立派に成長します。人は、苦しかったことも覚えているものですが、楽

しかったことをたくさん思い出せるほうが成長します。学校のことでも、家で

も、先生とでも、友達とでも、また習い事でもオッケーです。 

二つ目は、４月に立てた目標を振り返ることです。 

「いつやるか 今でしょ」ってことばを有名にした先生を知っていますか。

林修先生と言います。学校の先生でなく塾の先生なので、はじめはあまり関心

がなかったのですが、あまりにも人気が続くのでどんな先生なのだろうと思っ

て本を買いました。この先生の本に、自分を成長させるコツが書かれていて、

その一つとして、「１月とかまとまった月ごとに振り返って、１年の目標のどこ

までできたかを手帳に書くこと」ということが書かれていました。これをする

と自分の成長がはっきり自分で分かるのだそうです。次に自分ががんばること

もはっきりするのでしょうね。 

みんなも１学期のはじめに、教室の後ろに目標が掲示されていました。今日

は、その目標や家で考えた目標のできたこと、まだできなかったことを紙に書

いてみてください。先生も、今日やってみたいと思います。 

最後に、今から夏休みが始まります。６年生のソフトボール部、バレーボー

ル部、水泳部、合唱部、ゲートボールクラブの人は、最後の大会を迎えます。

悔いがないようにがんばってください。また、全員に真剣に取り組んでほしい

こととして、けが、事故、病気に気をつけるということです。みんな危ないこ

とを予想できる人になってください。 

１学期を振り返り、安全に気をつけ、楽しい夏休みを過ごし、２学期によい

スタートを切りましょう。これで、校長先生の式辞を終わります。 

     平成２７年７月１７日  六ツ美中部小学校長 加藤嘉一 

 

 

 


